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四
月
九
日
は
京
都
府
知
事

選
挙
と
京
都
府
議
会
補
欠

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
ま

た
、
三
月
三
十
一
日
に
告

示
さ
れ
た
参
議
院
京
都
府

選
出
議
員
の
補
欠
選
挙
の

投
票
日
は
四
月
二
十
三
日

と
な
っ
て
お
り
、
宇
治
市

内
で
は
、
い
ま
、
三
つ
の

選
挙
運
動
が
同
時
に
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
府
知

事
選
挙
な
ら

ぴ
に
京
都
府

議
会
議
員
哺

欠
選
挙
の
投

票
日
は
、
い
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お
気
軽
に
ど
う
ぞ

市
営
茶
室
　
対
鳳
庵

投
票
日
は
4
月
9
日

こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
い
ず
れ
も
、

私
た
ち
の
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
あ

い
を
持
つ
大
切
な
も
の
で
す
。

一
人
の
棄
権
も
な
く
、
与
え
ら
れ

た
一
票
を
慎
ｍ
に
、
正
し
く
行
使
し

か
か
わ
り
あ
い
の
あ
る
大
切
な
選
挙

で
あ
る
こ
と
は
申
し
あ
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

‘ こ
の
た
め
、
有
裡
者
と
し
て
は
、

府
政
に
お
け
る
知
事
、
府
議
会
議
員

の
役
割
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
政

知
事
選

新1年生を交通事故から守りましょう

府
議
補
選

よ
い
よ
目
前
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。両

選
挙
と
も
、
今
後
の
府
政
を
ま

か
せ
る
人
を
選
ぶ
も
の
で
あ
り
、
私

た
ち
の
日
常
生
后
に
き
わ
め
て
深
い

宇治川左岸の

塔の島前です

一
人
も
も
れ
な
く
投
票
を

ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
時
問
…
午
前
7
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
（
第
1
7
・
1
8
投
票

区
は
午
後
6
時
ま
で
）
。

▼
投
票
所
・
・
・
す
で
に
お
送
り
し
た

投
票
所
入
場
券
で
よ
く
確
め
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
券
が
な
く

て
も
選
挙
人
名
溥
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。

▼
点
字
投
票
・
代
理
投
票
・
：

目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
投
票
、

よ
み
か
き
の
不
自
由
な
人
は
代
理

投
票
が
で
き
ま
す
0
い
ず
れ
も
、

投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▼
投
票
用
紙
・
・
・
知
事
選
挙
は
白

地
に
黒
の
文
字
。
府
議
会
議
員
捕

欠
選
挙
は
黄
色
地
に
黒
の
文
字
。

な
お
、
投
票
用
紙
は
同
時
に
お
渡

悔
い
の
な
い一

票
を

市
選
管
委
員
長
北
岡
栄
一

党
や
候
補
者
の
主
義
・
主
張
を
十
分

見
き
わ
め
て
、
こ
れ
か
ら
の
府
政
を

ま
か
せ
て
い
け
る
適
任
者
を
選
ぶ
た

め
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

央
た
る
四

月
九
日
（
日

）
の
知
事
選

挙
な
ら
び
に

府
議
会
議
員
楠
欠
選
挙
に
は
、
一
人

も
棄
Ｍ
す
る
こ
と
な
く
こ
ぞ
っ
て
投

回
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

し
し
ま
す
。

▼
無
効
投
票
に
注
意
・
・
・
い
つ
の

選
挙
で
も
、
せ
っ
か
く
投
票
し
た

け
れ
ど
、
選
挙
人
の
意
思
を
表
現

で
き
て
い
な
い
た
め
、
無
効
に
な

る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票

で
、
参
議
院
議
員
禰
欠
選
挙
は
四
月

二
十
二
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
も

市
の
お
知
ら

せテ
レ
ビ
で
も
宇
治
市
の
ニ
ュ
ー
ス

や
お
知
ら
せ
等
を
放
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

Ｋ
Ｂ
ｓ
（
ｕ
Ｈ
Ｆ
3
4
ａ
）

毎
週
月
曜
日
の
午
後
六
時
十
五
分

か
ら
三
分
間
、
近
畿
放
送
テ
レ
ビ
で

放
送
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
ｕ
Ｈ
Ｆ
3
2
ａ
）

金
臓
日
に
放
送
さ
れ
る
こ
Ｉ
ス

ワ
イ
ド
6
4
ｏ
の
な
か
で
放
送
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
隔
週
で
、
四
月

七
日
、
二
十
一
日
と
い
う
よ
う
に
Ｉ

週
間
お
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お

宇
治
明
星
テ
レ
ビ
中
継
放
送
所
か
ら

受
信
す
る
家
庭
は
4
3
6
で
す
。

「
そ
よ
か
ぜ
作
戦
」

二
輪
車
を

安

全
に
乗
ろ
う

▽
六
日
（
木
）
・
・
・
自
転
軍
の
無
料
街
頭
点
検

（
市
内
の
自
転
軍
小
売
店
で
一
斉
に
行

い
ま
す
）

▽
七
日
（
金
）
・
・
・
老
人
の
交
通
安
全
調
習
会

（
開
公
民
館
＝
午
後
三
時
～
四
時
、

伊
勢
田
公
民
館
＝
午
後
一
時
半
～
二
時

半
）

▽
十
日
（
月
）
…
若
い
母
親
交
通
安
全
講
習

会
（
西
大
久
保
集
会
所
＝
午
後
二
時
～

三
時
）

こ
の
ほ
か
、
十
六
日
に
は
ミ
六
イ
ク
罰

習
会
を
開
き
ま
す
が
、
く
わ
し
く
は
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三の間
－

年てた品は或

｀も”．ｍ善る
霜

梅月ら昨を法日ぎの

日っ年地曜た花のた％參区日三

たが観のヽ月白

つ｀せし作私の

の
は
早
い
も
の
だ
▼
私
は
徒
歩
で
通

勁
の
途
中
、
よ
く
竹
藪
の
中
の
道
を

通
る
。
冬
の
寒
い
日
の
竹
藪
は
ヒ
ュ

ー
、
ヒ
ュ
ー
と
音
を
た
て
、
寒
む
ぎ

む
と
し
た
思
い
を
与
え
る
。
春
先
の

音
は
さ
ら
さ
ら
と
し
て
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
暖
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
私

は
、
竹
藪
が
大
好
き
で
あ
る
▼
作
品

展
の
会
場
に
は
多
く
の
人
達
が
集
ま

っ
て
い
た
。
そ
の
人
達
と
と
も
に

中
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
あ
ぎ
や

か
な
数
本
の
竹
の
絵
が
描
か
れ
て
い

た
。
緑
の
色
濃
く
、
力
強
く
伸
ぴ
だ

竹
の
絵
に
は
一
つ
ひ
と
つ
の
節
が
み

ご
と
に
描
か
れ
て
お
り
、
保
育
園
児

と
も
思
え
ぬ
た
の
も
し
い
幼
児
の
姿

を
そ
こ
に
み
る
よ
う
で
あ
っ
た
▼
次

に
目
に
映
っ
た
の
は
同
じ
く
五
歳

児
の
作
品
で
紙
芝
居
「
お
ん
ど
り
の

願
い
」
で
あ
る
。
「
お
お
き
な
や
ま

と
、
ち
い
さ
い
や
ま
の
あ
い
だ
に
、

に
わ
と
り
の
う
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

は
れ
た
ひ
に
は
、
お
ん
ど
り
は
ひ
よ

こ
を
つ
れ
て
さ
ん
ぼ
に
で
か
け
ま
し

た
」
▼
み
ん
な
で
作
っ
た
紙
芝
居
の

絵
の
下
に
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
文

字
の
美
し
さ
Ｉ
こ
れ
が
五
歳
児
の

字
で
あ
ろ
う
か
と
驚
く
。
数
枚
の
紙

芝
居
の
絵
と
と
も
に
、
飛
べ
な
い
筈

の
に
わ
と
り
親
子
が
2
を
飛
ん
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
す
紙
芝
居
の
は
な

し
を
五
歳
児
が
み
ご
と
に
沓
い
て
い

る
の
を
み
る
と
、
す
く
す
く
と
育
つ

幼
い
子
遠
の
姿
が
ま
ぷ
た
に
浮
か

ぴ
、
こ
の
子
遠
が
い
つ
い
つ
ま
で
も

幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
と
祈
ら
ず
に
は

お
ら
れ
な
か
っ
た
▼
つ
づ
く
書
道
、

華
道
、
盆
栽
、
押
絵
、
編
物
、
し
し

ゅ
う
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
ち
ぎ
り

絵
な
ど
い
ず
れ
も
み
ご
と
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
茶
室
で
お
抹

茶
を
い
た
だ
き
静
か
な
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
だ
▼
こ
う
し
て
年
月
を
経
る

ご
と
に
、
こ
の
文
化
活
動
が
同
和
問

題
解
決
に
大
き
な
役
割
り
を
果
た

す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
、
こ
ん
ご

の
益
々
の
ご
活
圖
を
祈
っ
て
や
ま
な

い
。

宇
治
市
長
島
田
正
夫
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宇
治
市
史

の
窓

か ● ● ●

（その56）

こ
の
「
市
民
の
窓
」
と
い
う
の
は

既
刊
の
宇
治
市
史
の
内
容
を
、
よ
り

平
易
に
紹
介
す
る
も
の
で
、
い
ま
の

と
こ
ろ
、
古
代
か
ら
中
世
の
半
ば
に

至
る
計
五
十
余
回
の
1
載
忿
哭
て

い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
宇
治
市

史
の
刊
行
は
順
々
に
進
み
、
本
年
の

二
月
十
六
日
に
は
、
市
史
全
六
巻
の

う
ち
の
碕
更
編
の
最
後
に
あ
た
る
第

四
巻
－
近
・
現
代
の
歴
史
と
景
観

Ｉ
・
・
を
発
刊
し
た
。
当
編
さ
ん
室
で

は
、
現
在
、
こ
の
第
四
巻
の
頒
布
業

務
に
追
わ
れ
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て

い
る
が
、
同
時
に
、
引
続
い
て
本
年

中
に
刊
行
す
る
予
定
の
第
五
・
六
巻

の
編
集
に
突
入
し
た
。

宇
治
市
史
の
特
色
は
、
周
知
の
よ

う
に
歴
史
学
と
地
理
学
の
従
釆
に
な

い
密
な
提
携
に
よ
っ
て
、
宇
治
川
が

中
央
部
を
貫
流
す
る
こ
の
市
以
の
歴

史
と
景
観
の
変
遷
を
浮
き
ぽ
り
に
し

た
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
時
間
的
経

緯
を
軸
に
し
た
既
刊
の
四
冊
に
く
ら

べ
、
第
五
・
六
巻
は
、
民
俗
学
の
成

果
を
も
と
り
い
れ
、
各
地
区
別
の
空

間
的
な
ひ
ろ
が
り
を
み
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
今
回
の
「
市
史
の
窓

」
は
、
お
そ
ら
く

従
来
の
市
町
村
史

の
類
に
例
を
み
な

い
独
創
性
を
有
し

た
こ
の
第
五
・
六

巻
の
編
集
骨
子
を

紹
介
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
集
約
し
て
第
五
巻
－
宇

治
川
東
部
の
生
活
と
環
境
－
と
な

し
、
第
六
巻
卜
宇
治
川
西
部
の
生

活
と
環
境
－
に
お
い
て
は
、
宇
治

郷
・
白
川
を
「
宇
治
川
の
谷
口
」
に

槙
局
・
小
倉
・
伊
勢
田
・
安
田
・
大

久
保
・
広
野
を
コ
に
椋
池
の
周
辺
」

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に

Λ
景
観
と
環
境
Ｖ
Λ
生
活
と
文
化
Ｖ

た
。
日
ご
ろ
見
る
こ
と
の
少
な
い
我

々
の
居
住
地
を
上
か
ら
眺
め
る
の
は

お
も
し
ろ
く
、
か
つ
飽
き
る
こ
と
を

知
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
Λ
牛
居
と
文
化
Ｖ
は
、
各

地
区
の
旧
家
や
寺
社
、
お
よ
び
各
公

共
機
関
か
ら
採
集
し
た
古
文
書
・
古

記
録
を
載
せ
、
し
か
も
多
く
の
人
々

が
平
易
に
理
解
し
う
る
よ
う
に
、
史

第
四
巻
発
売
中

地
理
・
歴
史
の
史
料
に
加
え
て
民

俗
資
料
を
も
地
区
別
に
編
集
す
る
こ

の
第
五
・
六
巻
は
、
。
眺
め
、
読
み

語
り
伝
え
る
’
を
キ
ャ
ッ
チ
ー
フ
レ

ー
ズ
に
し
て
い
る
。
東
笠
取
・
西
笠

取
・
炭
山
・
二
尾
・
池
尾
を
「
笠
取

の
山
間
（
や
ま
あ
い
）
」
、
木
幡
・

六
地
蔵
・
五
ケ
庄
・
大
鳳
寺
・
三
室

・
志
津
川
を
「
宇
治
川
の
東
畔
」
に

語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
俗
資
料

は
多
い
。
し
か
し
最
近
で
は
、
祭
礼

や
年
中
行
事
が
だ
ん
だ
ん
簡
略
化
さ

れ
、
民
話
や
伝
脱
な
″
石
今
で
は
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ａ
習

俗
ｍ
承
Ｖ
で
は
、
そ
う
し
た
民
話

や
地
名
由
来
、
年
中
行
事
や
風
俗
・

習
慣
・
民
具
な
ど
を
紹
介
す
る
。
な

つ
か
し
む
古
老
、
思
い
が
け
な
く
何

か
の
ル
ー
ツ
を
発

見
す
る
若
者
た
ち

Ｉ
そ
こ
に
は
生

き
生
き
と
し
た
生

ひ
き
つ
づ
い
て
第
五
・
六
巻
も
刊
行

Ａ
習
俗
ｍ
承
Ｖ
と
い
う
見
出
し
を

設
け
て
地
理
・
歴
史
・
民
俗
の
各
資

料
を
提
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
ず
Λ
景
観
と
環
境
Ｖ
で
は
、
昭

和
三
十
四
年
撮
影
の
空
中
写
耳
と
明

治
中
期
の
地
輛
図
と
を
友
右
ペ
ー
ジ

に
置
い
て
対
比
さ
せ
、
私
た
ち
の
住

む
各
在
所
ご
と
の
地
理
的
特
性
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と
に
し

Ｉ
ｊ
ｉ
1
1
1
1
1
1
1
ｄ
ｌ
ｌ
―
ｉ
ｉ
ｌ
－
ｉ
－
－
ｌ
ｌ
－
－
－
－
－
－
―
ｉ
ぐ
ｆ
Ｉ
″

ｔ
・
・
／
ｉ
！
″
Ｉ
・
Ｓ
・
ノ
ー
・
。
″
χ
″
ｔ
Ｓ
一
ノ
・
・
Ｊ
Ｉ
加
″
・
｀
1
／
・
・
Ｉ
Ｉ
ｊ
・
Ｉ
・
ち
、
1
1
″
．
Ｉ
・
・
・
。
！
ｔ
″
・
ｌ
一
晩
・
。

宇
治
市
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

借
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

家
を
新
築
し
た
り
、
増
改
築
す
る

あ
る
い
は
、
購
入
す
る
場
合
な
ど
に

資
金
を
借
入
れ
た
い
と
い
う
働
く
人

の
た
め
に
、
市
で
は
、
昭
和
4
1
年
か

ら
「
宇
治
市
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資

制
度
」
を
殷
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
い
ま
ま
で
多
く
の

人
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
、
い
っ
そ
う
利
用
し
や

す
く
し
よ
う
と
、
4
月
1
日
か
ら
制

度
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
後
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〔
制
度
の
あ
ら
ま
し
〕

■
融
資
の
対
象

宇
治
市
内
に
引
き
続
き
Ｌ
年
以
上

住
む
給
与
所
得
者
の
方
で
、
次
の
要

件
を
み
た
す
人

①
現
在
の
勤
務
先
に
1
年
以
上
勤
続

し
、
市
税
鳶
心
納
し
て
い
る
こ
と

②
前
年
の
総
収
入
額
が
五
百
万
円
以

下
（
配
偶
者
に
収
入
が
あ
る
場
合

は
、
ふ
母
額
が
六
百
五
十
万
円
以

下
）
で
あ
り
、
返
済
を
給
与
等
か

ら
引
き
去
り
可
能
で
あ
る
こ
と

③
京
都
労
働
金
庫
の
会
員
で
あ
る
こ

と
④
京
都
労
働
金
庫
お
よ
び
宇
治
市
勤

労
者
住
宅
融
資
審
議
会
が
、
返
済

ｆｔ

能
力
が
あ
る
に
’
尿
認
し
て
い
る
こ

と

‐
融
資
額
・
期
間
・
利
率

①
融
資
額
は
、
新
築
（
建
売
・
既
殷

住
宅
の
爾
入
を
合
む
）
が
一
件
三

’
Ｊ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
≫
ｆ
Ａ
’
Ａ
ｉ
ｉ
ｉ
ｔ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ

（
宇
治
川
中
の
島
で
）

宇治川桜まつり

料
は
す
べ
て
読
み
下
し
て
補
注
膏
付

し
、
検
地
帳
や
年
買
関
係
の
台
帳
も

表
や
図
に
表
わ
す
こ
と
に
し
た
。
宇

治
茶
菓
や
巨
椋
池
漁
業
の
変
遷
、
宇

治
郷
代
官
と
民
衆
生
活
と
の
関
係
、

万
福
寺
・
興
聖
寺
を
め
ぐ
る
歴
史
的

観
光
都
市
宇
治
の
変
貌
、
そ
う
し
た

な
か
で
の
昔
の
人
々
の
生
活
な
ど
が

鮮
明
に
浮
か
ぴ
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。

十
万
円
一
旦
一
十
万
円
、
ま
た
、

増
改
築
・
禰
修
が
一
件
三
十
万
円

ｉ
百
万
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円

単
位
で
取
り
扱
い
ま
す
。
た
だ
し

借
家
の
増
改
築
・
補
修
に
つ
い
て

は
五
十
万
円
以
内
で
す
。

②
融
資
期
間
は
、
融
資
額
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
6
年
、
5
年
1
1
月

～
6
年
1
1
月
、
8
年
4
月
ｙ
9
年

1
1
月
、
1
1
年
2
月
～
1
1
年
5
月
の

四
種
類
が
あ
り
ま
す
。

4月1日～4月16日

第
2
回
宇
治
川
桜
ま
つ
り
が
、
宇

治
川
中
の
島
、
平
等
院
堤
一
帯
で
、

盛
大
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
夜
の
野
点
席
・
・
ｉ
日
～
1
6
日
の
午

後
6
時
半
ｙ
8
時
半
＝
市
営
無

料
休
憩
所
前
広
場

▽
模
擬
店
・
＝
1
日
～
1
6
日
の
午
前
1
1

時
～
午
後
8
時
半
＝
中
の
島

▽
植
木
市
・
：
1
日
～
1
6
日
の
午
前
1
0

時
半
～
午
後
6
時
‐
中
の
島

▽
茶
席
（
抹
茶
・
煎
茶
）
・
・
・
2
日
、

9
日
、
1
6
日
の
午
前
1
0
時
～
午

後
4
時
＝
中
の
島

▽
三
曲
協
会
演
奏
、
落
語
・
万
才
、

古
武
道
模
範
演
技
・
：
い
ず
れ
も

1
日
、
8
日
の
午
後
6
時
半
か

ら
＝
申
の
島
ス
テ
ー
ジ

▽
宇
治
川
先
陣
争
い
タ
ラ
イ
舟
競
争

活
の
う
つ
り
か
わ

り
を
見
い
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。既

刊
四
冊
の
泰
忌
に
比
ら
べ
る

と
更
料
編
に
相
当
す
る
こ
の
第
五
・

六
巻
は
、
い
わ
ぱ
。
地
城
編
’
と
い

が
2
＞
＊
明
ら

か
に
す
る
宇

治
の
横
糸
で

あ
る
。
歴
史

的
都
市
宇
洽

の
真
相
は
、

こ
の
縦
糸
と

横
糸
ａ
り

な
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
は

じ
め
て
そ
の

全
貌
を
知
り

う
る
も
の
と

な
る
だ
ろ

う
。

「
宇
治
市
史
」
第
四
巻
頒
布
中

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
時
間
的
経
緯
第
一
巻
―
品
切
れ
、
再
版
予
定

を
迢
つ
だ
通
史
編
は
い
わ
ぱ
宇
治
の

縦
糸
、
こ
れ
に
対
し
、
。
眺
め
、
読

み
、
語
り
伝
え
る
‘
第
五
・
六
巻
は

各
地
区
の
環
境
や
生
活
空
間
の
ひ
ろ

③
融
資
金
利
は
、
月
利
〇
・
六
〇
％

（
年
利
7
・
2
％
）
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
京
都
府
住
宅
改
良
資

金
制
度
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
毎
月

予
約
受
付
中

第
二
巷
－
残
部
僅
少

第
三
巻
－
既
刊
発
売
中

第
四
巻
－
新
刊
発
売
中

第
3
令
一
躍
日
。
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

前
日
）
ま
で
に
、
交
通
労
政
課
に
あ

り
ま
す
申
込
書
な
ど
必
要
な
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
融
資
わ
く
を
越
え
る
申
し

高
額
療
養
費
貸
付
制
度

『
高
額
療
養
費
賃
付
制
度
』
を
ご

存
知
で
す
か
。
’

・
・
・
2
日
、
9
日
の
午
後
1
時
か

ら
＝
塔
の
川
（
当
日
、
募
集
）

▽
利
き
酒
会
・
・
・
8
日
は
午
後
7
時
半

か
ら
で
、
ま
た
、
9
日
は
午
後

か
ら
＝
中
の
島
ス
テ
ー
ジ

▽
陶
器
市
・
：
8
日
、
9
日
の
午
前
1
0

時
半
～
午
後
6
時
＝
中
の
島

▽
歌
謡
μ
”
‐
・
：
8
日
の
午
後
6
時

半
か
ら
＝
中
の
島
ス
テ
ー
・
；
＾

▽
茶
の
み
＝
ン
ク
ー
ル
・
：
1
5
日
、
1
6

日
の
午
後
・
：
中
の
島
ス
テ
ー
ジ

▽
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
と
チ
ピ
ヅ
＝

漫
画
映
画
大
会
・
・
・
1
5
日
の
午
後

6
時
半
＝
中
の
島
ス
テ
ー
ジ

こ
の
ほ
か
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
（

期
間
中
の
作
品
）
、
宇
治
荼
音
頭
披

露
、
マ
μ
ｙ
ク
ジ
’
－
（
8
日
と
1
5

日
の
夜
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
突
然
の
事
故
や
病
気

ま
た
は
長
期
の
療
養
で
、
高
額
の
医

療
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
で

数
ヵ
月
後
に
高
額
療
養
費
が
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
一
時
的
に
思
者
自
身
が

そ
の
医
療
費
を
立
て
替
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
医
療
機
関
等
に
支
払
い

が
困
難
な
雄
｀
に
対
し
て
、
保
険
者

側
か
ら
払
い
戻
し
が
あ
る
ま
で
の
間

そ
の
つ
な
ぎ
資
金
と
し
て
医
療
賢
資

金
＊
お
％
し
し
よ
う
と
設
け
ら
れ
た

の
が
、
こ
の
高
額
療
寮
費
賃
付
制
度

で
す
。

賃
付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
高
額

の
療
養
賛
の
支
払
い
が
困
難
な
Ｉ
Ｅ
民

税
所
得
割
額
非
課
税
世
帯
の
世
帯
主

の
人
で
す
。
ま
た
、
貸
付
額
は
高
額

第
六
巻
ｉ
ｎ
4
年
ｏ
月
刊
行
予
定

既
刊
分
御
入
用
の
方
は
、
市
民
編

さ
ん
室
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

／●，ヽ゛卜●｀゛●・／へ、Ｓへ、Ｓ’゛Ｗ°●ｌ．”。Ｓ｀心●゛●、〃．．、・－●’・．

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
し
て

決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

療
養
費
の
八
〇
％
以
内
で
、
最
高
三

十
万
円
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
療
養

費
の
額
が
一
万
円
未
屑
の
場
合
は
賃

し
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
申
し
込
み
は
、
宇
治
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
⑩
五
六
五
〇
番
）
に
あ

る
借
入
申
請
書
と
医
療
機
関
の
発
行

す
る
保
険
診
療
分
の
請
求
書
、
そ
れ

に
、
被
保
険
者
証
ま
た
は
組
合
員
証

な
ど
晋
ｔ
え
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

水
道
料
金
は
便
利
な

口
座
振
替
で

留
守
が
ち
な
家
庭
や
、
お
忙
し
い

’
｀
人
に
は
、
大
へ
ん
便
利
な
支
払
い
方

法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
金
融
機

関
が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
水
逗
料
金

泰
目
動
的
に
支
払
っ
て
く
れ
る
「
口

座
振
替
制
艮
」
で
す
。

手
続
き
は
、
次
の
金
融
機
関
の
窓

口
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

京
都
銀
行
本
・
支
店

摂
ｙ
都
信
用
金
庫
本
・
支
店

伏
見
信
用
金
庫
本
’
ｍ

京
都
相
互
銀
行
宇
治
・
大
ｍ

ｆ
ｒ
居

京
都
信
用
金
庫
城
陽
支
店

太
陽
神
戸
銀
行
宇
治
ｍ

宇
治
市
農
業
協
同
組
合
各
古
辨

京
都
労
働
金
庫
宇
治
支
盾

大
正
相
互
銀
行
桃
山
支
店

な
お
、
4
月
1
日
付
で
、
大
正
相

互
銀
行
桃
山
支
店
を
指
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

タバコは

市内で買いましょう

●眺めのよいみどりの丘に幼児の夢をさそう明るい

近代的設備の整った新設幼稚園一広い敷地の中で

・当園の方針園児はのびのびとすごします。

傘零
゛創造と勤労の教育ｌ
・定員

1年保育80名
2年保育80名

守
丿

仙
即
八出回：守刊’蓉容傘穿挙

学皿入向陵学園宇治幼稚園ＴＥＬ0774－24－器
園長笠嶋教瑞理事長池本楢三郎

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

納
期
を
変
更

昭
和
5
3
年
度
の
地
方
税
法
の
改
正

案
が
現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
都
市
計
画
税
の

制
限
税
率
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
方
税
法
の
改
正
案
が

国
会
で
可
決
成
立
し
ま
す
と
、
宇
治

市
で
も
、
都
市
計
国
税
の
税
率
を
改

正
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
昭
和
5
3
年
度
に
限
り
、

固
定
資
産
税
お
よ
ぴ
都
市
計
国
税
の

第
一
期
分
の
納
期
を
6
月
1
0
日
か
ら

5
月
3
1
日
ま
で
（
例
年
は
4
月
1
日

か
ら
4
月
3
0
日
ま
で
）
に
茜
兄
し
ま

し
た
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、
納
税
課
で
実
施
し
て
い
ま

す
出
張
徴
収
日
は
4
月
2
8
日
を
、
5

月
2
8
日
に
変
更
し
ま
す
。

（
資
産
税
課
）

園児募集
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ツ
反
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

な
お
、
昭
和
4
9
年
5
月
か
ら
5
0
年

4
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
は
今

回
が
最
後
の
機
会
で
す
の
で
、
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

Λ
時
間
Ｖ

い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
2
時
か
ら

3
時
半
ま
で
（
た
だ
し
、
東
目
川

公
民
館
は
3
時
ま
で
、
笠
取
第
二

小
は
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
ま
で

笠
取
小
は
午
後
2
時
半
か
ら
3
時

会場 ツベルクリン反応判定ＢＣＧ

平盛小学校 4／ｌ（土）4／3（月）

’紫ヶ丘公民館 3（月） 5（水）

北木ｆｉ集会所日椋公会堂4（火） 6（木）

西小介集会所（Ａ） 5（水） 7（金）
木幡公民館 8（土） 10（月）
開公民館－

●一一一一一一神明公民館

東ｉ川公民館

ｌＯ（月） 12（水）

ＩＫ火） 13（木）

：菟道公民館 12（水）－一一

15（土）

14（金）
・小倉公民館 17（月）

西小倉災会所（Ｂ） ＼ｎ月） 19（水）

笠取小学校笠ｍ第二小学校18（火） 20（木）

東宇治幼稚園 19（水） 21（金）
広野公民館 24（月） 26（水）
伊勢田公民館 25（火） 27（木）

市民会館 26（水） 28（金）

ｉｉｉｉｉｎｉｎｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｎｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｎｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ川川ｉｎｍｉｎ竺ｎｉｉｉｉｉｉｉｉｎｍｉｉｉｉｉｉｉｉ
一
Ξ
＝
一
Ξ
Ξ
一
Ξ
Ξ
Ξ
一
Ξ
＝
一
Ξ
Ξ
Ξ
一
Ξ
＝
Ξ
＝
Ξ

保
利
知
子
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

健康の
コーナー

半
ま
で
）
。

Λ
お
ね
が
い
Ｖ

・
体
温
は
会
場
へ
来
る
前
に
必
ず
測

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
手
帳
と
鉛
筆
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
か
ら
4
8
時
間

後
に
判
定
し
、
反
応
が
陰
性
（
感

染
し
て
い
な
い
）
の
時
に
は
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
か
ら
必
ず
判
定
日
に
も
釆
て

く
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

■
母
子
家
庭
奨
学
金

の
申
請
受
付

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
に
受
け
て
お
ら
れ

た
人
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
宇
治
市
奨
学
生
募
集

自動車文庫（4月分）

地区日

そよかぜ号巡回日程

0
0
0
糾
Ｈ

家
に

9
0
Ｌ
4

1
1
1

釧
司

白
志
明
蔭

認

明
書
を
添
え
て
、
3
0
日
ま
で
に
、
福

祉
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

ケ

7日槙島10．00～10．50紫ヶ丘公民館前（金）遊田11．10～12．00遊田三角公園

13日大久保10．00～10．50
（木）酉大久保11．00～11．50

平盛14．00～14．50

納
付
は
早
く

国
民
健
康
保
険
料

■
軟
式
庭
球
大
会

春期狂犬病予防注射日程

ユニチカ社宅前
一丁目横広場

（府道筋）

14日野神10．00～10．50（金）南陵町11．00～11．50

野10．00～10．50
開11．10～11．50

広
大

閔

明14．00～1450

10．00～10．50平野町児童公園
11．10～12．00福角公園前

犀
角

黄
福

謁1
ぐ

9．50～10．40六地蔵

図1
1
に

1 0

1
4

幡
屋庖

哲

え
て
4
月
1
1
日
ま
で
に
協
会
事
務
所

（
宇
治
一
番
、
藤
井
治
）
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
柔
道
教
室

10．00～10．50
11．10～11．50

14．00～14．50

南山広岡谷

御蔵山

翻

▼市史を学ぶ会…

ら
5
時
ま
で
。
入
会
金
二
千
円
、

月
会
費
千
円
。

▽
日
産
軍
体
体
育
館
の
柔
逗
教
室
・
・
・

練
習
日
は
毎
週
月
、
水
、
金
臓
日

の
午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
で
。
入

会
令
三
千
円
、
月
会
費
二
千
円
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
蒲
田
正
義
―

宇
治
戸
ノ
内
8
2
‐
5
電
話
0
ニ
Ｏ
三

九
番
、
神
谷
久
雄
＝
宇
治
妙
楽
Ⅲ
‐

6
電
話
⑩
一
三
八
四
番
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

狂
犬
病
予
防
注
射

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま

す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
を
飼
っ

て
お
ら
れ
る
人
は
、
必
ず
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
、
千
三
百
円

で
す
。

犬
・
ネ
コ
の
引
き
取
り

く
だ
さ
い
。

▽
犬
の
巡
回
引
取
り

4
月
1
1
日
（
火
）

菟
這
公
民
館
＝
1
0
時
4
0
分

黄
轡
局
隊
＝
1
0
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
八
時

小
倉
公
民
館
＝
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
＝
1
1
時
2
0
分

且
椋
公
会
堂
＝
1
1
時
3
0
分

（
保
健
衛
生
課
）

月日Ｉ時間 場所

4月10日（月）9．30～11．5013．00～13．30

13．50～14．30

大力土地事務所
北木ｔｓ集会所
頂木幡集会所

11日（火）9．30～11．5013．00～14．00

14．15～15．00

木幡公民館菟道公民館

明μ町集会所

12日（水）9．30～11．5013．00～14．20
東宇治中学校
福角センターうら

13日（木）9．30～10．4Ｕ11．00～11．50

13．0（～14．50

緑ヶ原集会所伊勢田神社

西小倉集会所

14日（金）

9．30～10．1010．30～11．10

1130～11．50

13．00～14．001420～15．20

志津川元公会堂削

机島農協前東目川公民館

紫ヶ丘公民館
遊田東町内会集会所

17日（月）
9．30～11．50

1300～14．50
神明公民館開公民館

18日（火）

9．30～10．30
10．50～11．50
13．00～14．10
14．30～15．10

広野公民館

南陵町集会所小倉公民館

小倉山際集会所

19日（水）
9．30～11．50

13．00～13．50
14．10～15．2Ｕ

広野気高ぷｍ

大久保大成湯前日椋公会堂

瀾
9．30～10．00

10．20～11．50
善法集会所
宇治保健所

5月2日（火）10．00～16．009’影11：ｎ

ｍ
ｔ
と
す
じ
に
伊
輝
久
は
今
日
も

展示即売｜お茶道具

ｉ，－＾－Ｚ．づ4Ｈｉａ町2ａ［ｉところ／伊藤久（平等院通り）；¨お參虚：を晨

平等院通り店

■Ｔ

屁0774＠2321

●だれでも会員になれます（頒布

会ではございません）

●お好きなお道具が何点でも自由

に選べます。

●お禎立金には有利な割増ｆｔがつ

き、その上特別割引の特典があ

ります。

●窯元見学会やぞの他の催しｉこ特

別ご招待いたします。

お申し付け下されば詳しい説明書

を送ります。

お道具には人を引き付ける何かが潜んでいる
見ているだけで心の安らぎを感じる。そんなひとときをどうぞ／

期間中のサービス

半額コーナー特設〈お値打品放出〉

お抹茶全銘柄2割引

その他特価・お買得品多数

匠豆｜藍図71躊
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■
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相

談
は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。

家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
、
宇
治
福
祉
園
内

で
、
ま
た
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
！
1
6
時

宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
で
行
い
ま
す
。

Ａ
相
談
メ
モ
Ｖ

■
年
金
相
談
高
齢
化
社
会
が
す
す
ん
で
い
る
と
同
時
に
、
年
金
制

度
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
年

金
制
度
は
し
く
み
が
複
雑
で
あ
り
、
受
給
の
方
法
や
額
に
疑
問
を

持
た
れ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2
8
金

12
9
祝

－
3
0
木

27

木

26

水

25

火

24

月

宇治市政すご＜ｆｃ
1
8
火

－
1
9
水

－
2
0
木

ｉ
ｌ

2
1
金

－
2
2
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

高
齢
者
職
業
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
0
時
？
1
5
時
）
行
政
相
談
（
市
役
所

1
0
時
～
1
6
時
）
法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

精
神
薄
弱
者
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
）

17

月

15

土

宇
治
市
民
憲
章
か
ら

り昭和29年3月1ｔｕｒｎ種郵便物露可

14

金

13

木

12

水

家
庭
問
題
相
談
（
川
東
公
民
館
1
0
時
～
1
6
時
）

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

1
1
火

家
庭
児
童
相
談
（
小
倉
公
民
館
1
0
時
～
1
5
時
）
年
金
相
談
社
会
福
祉
協
議
会
内

1
0
時
～
1
2
時
）
心
配
ご
と
相
談
一
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

10

月

9

8

土

』
‐
・
‐
『
―
－

昭和53年4月1日

7

金

6

木

5

水

4

火

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

1
3
時
？
1
5
時
）

3

月

発行

2

日

1

土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

’（4）

4
月
の
根
談
カ
レ
ン
ダ
ー
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市役所清掃課

4／120菟道（平町，丸山，車田，出口，谷下り，森本，大垣
内）．宇治（紅斉，山川，又振，東内，山本，乙方，宇
文字，国鉄以東の里尻，壱番，妙楽．蓮華，塔の川，
金井戸）．白川（全域）．志津川（全域）

321小倉町（南堀池，堀池，西浦，蓮池，大和）
伊勢田ｓｒｒ（南遊田）

422広野町（～5丁目，末広通り，円蔵院前，桐生谷，一里山，開ケ丘，神明バス停より国鉄踏切まで，寺山）

大久保町（久保，大竹，近鉄以西の上ノ山，山ノ内，
北ノ山，南の□）

524宇治（善法，東山，本町通り，折居道，下居，権現町，
小桜，里尻，戸ノ内，若森，矢落，米坂，池森，弐番
野神，ユニチカ野神社宅，ユニチカ琵琶社宅）

625木Ｓ（熊小路，壇ノ東）．五ケ庄（西田．古川，寺界道，
梅林，野添，岡屋．芝ノ東，大林，西浦．二・三番割
府道筋新開，京阪以西の平野，京大宿舎）

726五ヶ庄（新開，平野，折坂，福Ｐｉ，一番割，上村，岡

本，日皆田，一里塚）．明星町（全域）．菟道（隼上り，西中，東中，薮里，中筋，出口一部，門ノ前，田中，

荒抗．京阪三室戸住宅）

827伊勢田町（毛語，井尻，中山，若林，大谷，北山）．
羽拍子町（国道筋）．小倉町（近鉄以東の小倉町全域）．
宇治（半白）

1028六地ｍ柿ノ木町を除く），木幡（河原，正中，北・中

御蔵山）．槙島ＳＩ（上，中，下，下村，中河原，吹前，
薗場）．宇治（蔭山団地，ユニチカ蔭山社宅）

115／1府営西大久保団地
槙島町（東・西目川，南落合，一の坪，大曲，拾六）

122宇治（大谷，蛇塚）．神明（全域）

羽拍子町（国道筋を除く），南陵町（全域）

133木幡（南御蔵山，御蔵山商店街，御園．陣ノ内，登り，
花揃，赤塚，平尾，北山畑，桧尾．北畠，金草原，南丿
山の観音寺台，向陽台，桐ヶ丘）

14六地蔵（柿ノ木町），木幡（西■ｍ．中村，大瀬戸，西中

車中，南山畑，南端，南山）．五ケ庄（広岡谷，府道筋以東の芝ノ車，京阪以西の西浦および新開）

17大久保町（京銀前から自衛隊前までの府道筋，井ノ尻，
近鉄以東の上ノ山，田原，旦椋，平盛），緑ケ原（中の

田，中の荒，新中の荒，新成田，蔭田）．安田町（全域）

伊勢田町（伊勢田口以南の国道筋，伊勢田口からウト
ロまで）．名木町（全域）

18広野町（丸山，中島，宮谷，大開．小根尾，尖山）．

ダ開町（全域）

19小倉町浦和．山際．大京，中央，大成，南浦）

伊勢田町遊ｍ．砂田）

くみもれにな。た場合は

マンホールから確認のう

え2～3日中にご連絡く

ださい。

城南衛生管理組合

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

4／121北御蔵山（平尾），中御蔵山4丁目（本通以北）．町並．奈良町，畑町
322御蔵山，中御蔵山（5丁目より），炭山

424正中（国鉄以西），西中一部，東中（国鉄以西）．陣ノ内（国鉄以西）．’ｉ§．水．柿ノ木町，一丁目，札ノ辻，河原，紺屋町

525内畑，西中，中村ｃ国鉄ｊａ西）．大瀬戸（国鉄以西）．壇ノ東，西浦，熊小路．南端ｃＨ。Ｈ。、
626大林．梅林，芝ノ東（国鉄以西）．西浦一部
727寺界道，古川，西田，北ノ庄，野添，谷ノ前，西浦一部，自衛隊官舎
828西浦一部，新開．平野府営住宅，折坂一部
105／1福角（国鉄以西）．日皆田，岡本，上村，大八木島
112車田一部，平ＨＩＴ．一里塚，戸ノ内（槙島飛地）
124車田，丸山，出口，森本（国鉄以西）．谷下り（国鉄以西）
13福角（国鉄以東）．折坂（国鉄以東）．平野，一番割，二番割
14西浦（国鉄以東）．三番割
15芝ノ東（国鉄以東）．広岡谷，南端（国鉄以東），中村（さつきヶ丘）
17南山
18南山畑，北山畑，大瀬戸（国鉄以東）．中村（国鉄以東）
19東中（国鉄以東）．北畠，桧尾，金草原，平尾，須留
20花ｆｉ．赤塚，陣ノ内（Ｂ鉄以東）．御園，畑山田，北御園，正中（国鉄以東）町並一部

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野・開・羽頂＾・大久保地域
4／121下居，善法，壱番，谷の辻（本ｆＳＴｉｉ折居面，宇又字，妙楽（宇治橋通以北）．里尻（国鉄以南）．白川

322妙楽ｉ宇治橋通以荊），蓮華，塔の川，乙万，東ｒｉ，又振，山田，紅斎

424森本（国鉄以東），段の上，薮里．東四軍上り，尿中，西中．河原，田中，門の前，只川
中筋，荒槙，妙見，谷下り，池山，出口，山本，金井戸，志津川

105／1田原，井尻，旦椋．平盛

112北の山，山の内，上の山，大竹，爾の□．茶屋畏

広野町の西裏（府ａｉａ南）＞久保（国鉄以西）．寺山（国鉄以西）
14寺山（国鉄以凩，久悍固鴛以粟），君谷，尖山，東襄仔辺以南）
15東裏（府道以ｉａ，酉艮凶逗以匙）．一里山，桐生谷．宮北

17宮東一Ｓ13，冨酉，小根尾，丸山，大開，一里山（府道以隋，市道以ｗ．）．中島

18開町，羽拍手，石塚，ｍｍ．伊努田町閉山（近鉄以粟タ

19宮東．野神，大谷，弐番Ｃ府逗以琵拓琵琶，大谷山（権現町）
20弐番府道以ｉ．），米収，ｍｍ，若乱戸のｆ＊3．矢落，小桜，里尻（国鉄以北）

ゴミ減量に

ご協力ください

住宅事業部●ナショナル住宅

●木造住宅（新築・増築・改築）

●わく組壁工法住宅（ツー・バイ・フォー）

木材事業部●木材（内地材・南洋材）

●住宅設備器鴉｜

●住宅設計のご相談

田島産業賢
本社／宇治市広野町西裏ＢＯ774（43）Ｉ353

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

もえないゴミ収集日

程表

し尿収集日程表
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